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単元名 米作りについて調べよう～調べて体験！米作り～ 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

・調べ学習やバケツ稲体験を通して、郷土の特色や良さについて知る。 
・課題を解決するために、進んで調べたり働きかけたりしようとする。 
・自分の考えを伝える活動を通して、表現する力を高める。 

実践の 
様 子 

①①  SSDDGGｓｓににつついいてて知知るる。。  
動画の視聴を通して SDGｓや 17 の

目標について知る。 
 
 
 
 
 
 
②②  「「食食料料自自給給率率」」やや「「フフーードドママイイレレーー

ジジ」」、、「「地地産産地地消消」」ににつついいてて考考ええるる。。  
 社会科で学習した食料自給率や輸入
品の輸送手段について振り返り、動画
を視聴する。また、給食の献立に○○市
産のお米が使われていることに触れ、
地産地消の取組についての意識を高
める。 
 
③③  学学習習ののめめああててをを確確認認しし、、地地産産地地消消

ががどどのの目目標標のの達達成成ににつつななががるるかか考考
ええるる。。  

 SDGｓカードを使い、グループで考え
を伝え合う。地産地消を通して目標を
達成できると考えた理由を、カードに記
入する。 
 
④④  タタブブレレッットト端端末末をを活活用用しし、、考考ええをを共共

有有すするる。。  
各班の考えを共有し、地産地消と

SDGｓとの関係について自分事として
とらえられるようにする。 
 
⑤⑤  自自分分たたちちににででききるる地地産産地地消消をを考考ええ

るる。。  
次回、茨城県の特産品を調べ、「ごは

んとおみそしる」作りの献立を考えるこ
とを確認する。また、考えた献立は冬休
みの課題として実際に家で調理するこ
とを確認する。 
 

 

  

単元名 水産業のさかんな地域 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 
社会科 
総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

【社会科】  
我が国の水産業に関わる人々が，生産性や品質を高めるよう努力したり輸

送や販売方法を工夫したりして，良質な水産物を消費地に届けるなど，食料
生産を支えていることを理解できるようにする。 

【総合】 
  自分たちに身近な海での漁体験や，水産業の現状と課題について考えるこ
とを通して，持続可能な社会を形成していくための資質を養う。 

実践の 
様 子 

総合的な学習の時間 
『○○の海，今 これから』 
 
①日本の漁業について確認する。 
 ・児童の好きな魚介類の漁場（産地）について考え，日本近海だけでなく，

太平洋やインド洋などからも魚が運ばれてくることを確認する。 
 
②漁業や観光が主な産業の○○が抱える海洋問題 
について考える。 
・漁業関係者や観光業に携わる人々の願いにつ  
いて考える。 

・魚介類にとって，住みやすい海を考える。 
・児童のイメージを具体的な言葉で表す。 
・SDGs テキスト「私たちが目指す世界」を読み，  
○○に抱える問題を解決するためのカード   

  を選ぶ。 
【児童の反応】 

 （願い） ・たくさん魚が獲れてほしい。 
       ・観光客がたくさん来てほしい。 
 （問題点）・ゴミ  ・マイクロプラスチック 
 （選択したカード） 
  ８ 働きがいも 経済成長も  
  11 住み続けられる まちづくりを 
  12 つくる責任 つかう責任 
  14 海の豊かさを守ろう 
 
③○○の海の今後について考える。 
 ・自分が取り組んでいけることを考える。 
 （児童の回答）ゴミを捨てない，拾う 
 
 ・児童の考えを実践した場合の海の変化について考え，SDGs カードを対応

させる。 
 （児童の回答）・魚が育つ    ・きれいになる 
        ・働いていける  ・安心して遊べる 
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 （選択したカード） 
  ８ 働きがいも 経済成長も  
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 （児童の回答）ゴミを捨てない，拾う 
 
 ・児童の考えを実践した場合の海の変化について考え，SDGs カードを対応

させる。 
 （児童の回答）・魚が育つ    ・きれいになる 
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単元名 持続可能な町づくり 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

○＊＊町の現状に関わる探究的な学習の過程において、ウェビングの手法及
び SDGs カードを用いて SDGs に関する学習活動を構想し、課題の解決に
必要な知識及び技能を身に付けることができる。 

○＊＊町の現状から、自ら課題を立て、課題の解決に向けて収集した情報を目
的に応じて取捨選択、整理、分析して考える力を身に付けるとともに、根拠
を明らかにしてまとめ、表現することができる。 

○＊＊町の現状についての探究的な学習に主体的・協働的に取り組むととも
に、自己決定した活動に目的意識をもって粘り強く取り組み、よりよい解決
に向けて工夫しようとする。 

実践の 
様 子 

①①世世界界各各国国のの現現状状ににつついいてて  
 １学期に調査した世界の
SDGs について共通理解を
図り、お互いが調査した項
目との関連性を明らかにし
た。子供たちは１７項目す
べてが細部で密接に関わっ
ていることに気付き、郷土
のために何をすべきか考え
る基盤をつくることができ
た。 
 
②②持持続続可可能能なな町町づづくくりりののたためめにに  
 より自分事として考え
られるように、世界から
日本、日本から＊＊町へ
と焦点化した。SDGs の
視点は働き方と福祉、環
境に分かれた。 

子供たちにとって郷土
の「人口減少」が大きな課題であると結論づけられ
た。「人口減少」を少しでもおさえるために、働く場
所の確保や福祉施設のさらなる充実など、解決策を
多面的に考えることができた。 
 
③③ププレレゼゼンンテテーーシショョンン  
 人口の低下による諸問題
（働く場所や農業従事者の減
少、高齢化に伴う福祉施設を
増やす必要性等）について今
からできる活動を一人一人が
スライドにまとめ、これから
取り組んでいきたい実践計画
を発表した。これまで育って
きた郷土に必要なことを考えることによって、SDGs
に関する知識を深めると共に郷土愛の大切さにもふ
れることができた。 
 
④④他他学学年年へへのの広広ががりり  
 ８学年でも総合的な学習の時間で SDGs に関する学習を実施している。 

まずは、映像や統計資料を活用して世界の現状を知ることから始めた。来学
期からは社会科の学習と関連させて世界の SDGs について見識を広めていく
計画となっている。 

 

気付きや疑問 

身近な SDGs へ 

視点を明確に 

単元名 ＳＤＧsとは何だろう 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

 ＳＤＧｓとは何かを知り、２月にある校外学習でＳＤＧｓと関連付けた自分
のテーマを考えることができる。 

実践の 
様 子 

 

① 今、世界で起きている問題を書いてみよう。 

少子高齢化、ゴミ問題、地球温暖化、環境汚染、 

資源不足、差別問題など様々なことが挙げられた。 

 

② 持続可能な開発目標～2030 年までの 17 の目標について知ろう～ 

2030 年は５年生の児童が 20 才になる年であること 

を話して、親近感をもたせた。17 の目標の中には、 

児童にとって難しいものもあるので分かりやすく 

説明しながら掲示した。 

③ 17 枚のカードから自分の興味のあるカード選んで調べよう。 

自分の興味のある目標について、 

タブレット PC を使って調べ学習 

をする。 

④ クイズをつくろう 

調べた内容をクイズにしてクラス 

のみんなの前で発表した。 

「アフリカ、西アジア、南アジア 

の地域の中で 1/5 が小学校に通えま 

せん。しかし、全員が学校で勉強が 

できるようにする目標は何番でしょ 

うか」ＰＣで調べた内容もクイズの中にいれて出題するなど、学習の深まりも感じら

れた。 

授業を実践しての振り返りと教頭としての取り組み 
(1) 教頭として、ＳＤＧｓを周知させるために、昇降口前の掲示板にＳＤＧs コーナー

を設け、17 の目標について解説を付けて掲示してみた。 

 

 

 

 

 

 

(2)  ５学年では、秋に予定されていた宿泊学習がコロナのため中止され、２月につくば

霞ヶ浦りんりんロードのサイクリングが計画されている。そこで茨城の歴史や自然に

対する見聞を広めると共に、ＳＤＧｓと関連付けた自分のテーマをもつことで、自分の

生活や生き方について深く考えることができるきっかけになると思い、本授業を実施

した。児童は SDGs のゴールが 2030 年でその頃、20 才になる未来に思いをはせ、熱心

に取り組む様子が見られた。振り返りでは、「世界中で困っていることを知り、1 つで

も自分ができることがあれば、それを考えていきたい」と書く児童もいて SDGs が自分

の身近なこととしてとらえるきっかけとなった授業ができたと感じた。 
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に取り組む様子が見られた。振り返りでは、「世界中で困っていることを知り、1 つで

も自分ができることがあれば、それを考えていきたい」と書く児童もいて SDGs が自分

の身近なこととしてとらえるきっかけとなった授業ができたと感じた。 
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単元名 持続可能な町づくり 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

○＊＊町の現状に関わる探究的な学習の過程において、ウェビングの手法及
び SDGs カードを用いて SDGs に関する学習活動を構想し、課題の解決に
必要な知識及び技能を身に付けることができる。 

○＊＊町の現状から、自ら課題を立て、課題の解決に向けて収集した情報を目
的に応じて取捨選択、整理、分析して考える力を身に付けるとともに、根拠
を明らかにしてまとめ、表現することができる。 

○＊＊町の現状についての探究的な学習に主体的・協働的に取り組むととも
に、自己決定した活動に目的意識をもって粘り強く取り組み、よりよい解決
に向けて工夫しようとする。 

実践の 
様 子 

①①世世界界各各国国のの現現状状ににつついいてて  
 １学期に調査した世界の
SDGs について共通理解を
図り、お互いが調査した項
目との関連性を明らかにし
た。子供たちは１７項目す
べてが細部で密接に関わっ
ていることに気付き、郷土
のために何をすべきか考え
る基盤をつくることができ
た。 
 
②②持持続続可可能能なな町町づづくくりりののたためめにに  
 より自分事として考え
られるように、世界から
日本、日本から＊＊町へ
と焦点化した。SDGs の
視点は働き方と福祉、環
境に分かれた。 

子供たちにとって郷土
の「人口減少」が大きな課題であると結論づけられ
た。「人口減少」を少しでもおさえるために、働く場
所の確保や福祉施設のさらなる充実など、解決策を
多面的に考えることができた。 
 
③③ププレレゼゼンンテテーーシショョンン  
 人口の低下による諸問題
（働く場所や農業従事者の減
少、高齢化に伴う福祉施設を
増やす必要性等）について今
からできる活動を一人一人が
スライドにまとめ、これから
取り組んでいきたい実践計画
を発表した。これまで育って
きた郷土に必要なことを考えることによって、SDGs
に関する知識を深めると共に郷土愛の大切さにもふ
れることができた。 
 
④④他他学学年年へへのの広広ががりり  
 ８学年でも総合的な学習の時間で SDGs に関する学習を実施している。 

まずは、映像や統計資料を活用して世界の現状を知ることから始めた。来学
期からは社会科の学習と関連させて世界の SDGs について見識を広めていく
計画となっている。 

 

気付きや疑問 

身近な SDGs へ 

視点を明確に 

単元名 ＳＤＧsとは何だろう 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

 ＳＤＧｓとは何かを知り、２月にある校外学習でＳＤＧｓと関連付けた自分
のテーマを考えることができる。 

実践の 
様 子 

 

① 今、世界で起きている問題を書いてみよう。 

少子高齢化、ゴミ問題、地球温暖化、環境汚染、 

資源不足、差別問題など様々なことが挙げられた。 

 

② 持続可能な開発目標～2030 年までの 17 の目標について知ろう～ 

2030 年は５年生の児童が 20 才になる年であること 

を話して、親近感をもたせた。17 の目標の中には、 

児童にとって難しいものもあるので分かりやすく 

説明しながら掲示した。 

③ 17 枚のカードから自分の興味のあるカード選んで調べよう。 

自分の興味のある目標について、 

タブレット PC を使って調べ学習 

をする。 

④ クイズをつくろう 

調べた内容をクイズにしてクラス 

のみんなの前で発表した。 

「アフリカ、西アジア、南アジア 

の地域の中で 1/5 が小学校に通えま 

せん。しかし、全員が学校で勉強が 

できるようにする目標は何番でしょ 

うか」ＰＣで調べた内容もクイズの中にいれて出題するなど、学習の深まりも感じら

れた。 

授業を実践しての振り返りと教頭としての取り組み 
(1) 教頭として、ＳＤＧｓを周知させるために、昇降口前の掲示板にＳＤＧs コーナー

を設け、17 の目標について解説を付けて掲示してみた。 

 

 

 

 

 

 

(2)  ５学年では、秋に予定されていた宿泊学習がコロナのため中止され、２月につくば

霞ヶ浦りんりんロードのサイクリングが計画されている。そこで茨城の歴史や自然に

対する見聞を広めると共に、ＳＤＧｓと関連付けた自分のテーマをもつことで、自分の

生活や生き方について深く考えることができるきっかけになると思い、本授業を実施

した。児童は SDGs のゴールが 2030 年でその頃、20 才になる未来に思いをはせ、熱心

に取り組む様子が見られた。振り返りでは、「世界中で困っていることを知り、1 つで

も自分ができることがあれば、それを考えていきたい」と書く児童もいて SDGs が自分

の身近なこととしてとらえるきっかけとなった授業ができたと感じた。 
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単元名 福祉 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

探求的な見方･考え方を働かせ、横断的･総合的な学習を通して、「生き
る力」を育み、「生きる元（源）気」を育む。 

実践の 
様 子 

【１７の目標の優先順位を決める活動】 

① どの目標を優先して解決すべき

かを話し合う活動をグループ毎

に行った。１学期に SDGｓについ

て基本的なことは学習していた

ため、スムーズに話し合うことが

できた。 

 

② ４班に分かれて優先して解決す

べきランキングを作成した。それ

ぞれの上位３つを比較すると、

「平和と公正をすべての人に」

「パートナーシップで目標を達

成しよう」「すべての人に健康と

福祉を」が含まれているものが多

かった。国語の「一つの花」や総

合的な学習の時間の「福祉」など

の学習が、児童の価値観に影響を

与えていることが読み取れた。 

 

③ 漢字が読めないカードもあった

が、子どもたちはピクトグラムを

頼りに判断している様子が見ら

れた。また、カードになっている

ことで、比べたり、並べたりし始

める児童が多く見られた。話し合

いの際には、「水がきれいじゃな

いと生きられないから・・・」「戦

争が起きてたら他のことは何も

できないよ・・・」など理由を付けて意見を述べるなど、目標達成に向け

て真剣に議論を交わしていた。 

 

④ SDGｓについて学習を始めたばかりの子どもたちではあったが、非常に活発

な意見交換が見られた。SDGｓについて学ぶ第１歩としては、関心を高める

ことにつながるため、有効な活動であるといえる。 

 

単元名 はじめよう！エコアクション〈２年生〉～われら 地球市民！～ 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

環境かるたに取り組むことを通して身近な環境問題やエコ活動について自分
なりの興味や疑問をもち，進んで課題を追究しようとする。 

実践の 
様 子 

① [IN]課題発見 

○環境かるたに取り組む 
○○市全体でエコ活動に取り組んで

いることを知った。 
○ＧＴ（環境かるた制作者 元高校養
護教諭）の話を聞き，かるたが伝えた
いことやかるたとＳＤＧｓとの関連に
ついて知った。身の回りのエコ活動に
関心をもち，ＳＧＤｓカードとの関連
を考えた。生活科との関 
連で町のお店のエコ活動について取材 
をすることにした。 

② [ABOUT]調査・交流・実践 

○身の回りのエコ活動についてインタ 
ーネットや本で調べたり家庭のエコ活 
動について調べたりしてみた。 
○学校で取り組んでいる社会貢献活動 
や地域で行われているエコ活動がＳＤ 
Ｇｓカードのどれと関連しているか考 
えた。 
○国立環境研究所のＧＴから 
 「どう思う？何ができる？みんなで 
話そう 地球温暖化のほんとうのこと」 
のお話を伺い，環境問題についての知 
識を深めた。 
○調べたことを交流し自分の考えをも 
つようにした。 
○一人一人ができることを考え実践し
たり，みんなでチャレンジすることに
ついて話し合い実践したりした。 
 

③[FOR]提案・発信 

  ○身の回りの人にエコ活動について伝
えるため，エコシールを作った。Ｓ
ＤＧｓカードのイラストも加えた。 

 

④[IN]新たな課題発見 

○自分たちの活動を振り返り，これからの見通しをもった。 
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単元名 福祉 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

探求的な見方･考え方を働かせ、横断的･総合的な学習を通して、「生き
る力」を育み、「生きる元（源）気」を育む。 

実践の 
様 子 

【１７の目標の優先順位を決める活動】 

① どの目標を優先して解決すべき

かを話し合う活動をグループ毎

に行った。１学期に SDGｓについ

て基本的なことは学習していた

ため、スムーズに話し合うことが

できた。 

 

② ４班に分かれて優先して解決す

べきランキングを作成した。それ

ぞれの上位３つを比較すると、

「平和と公正をすべての人に」

「パートナーシップで目標を達

成しよう」「すべての人に健康と

福祉を」が含まれているものが多

かった。国語の「一つの花」や総

合的な学習の時間の「福祉」など

の学習が、児童の価値観に影響を

与えていることが読み取れた。 

 

③ 漢字が読めないカードもあった

が、子どもたちはピクトグラムを

頼りに判断している様子が見ら

れた。また、カードになっている

ことで、比べたり、並べたりし始

める児童が多く見られた。話し合

いの際には、「水がきれいじゃな

いと生きられないから・・・」「戦

争が起きてたら他のことは何も

できないよ・・・」など理由を付けて意見を述べるなど、目標達成に向け

て真剣に議論を交わしていた。 

 

④ SDGｓについて学習を始めたばかりの子どもたちではあったが、非常に活発

な意見交換が見られた。SDGｓについて学ぶ第１歩としては、関心を高める

ことにつながるため、有効な活動であるといえる。 

 

単元名 はじめよう！エコアクション〈２年生〉～われら 地球市民！～ 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

環境かるたに取り組むことを通して身近な環境問題やエコ活動について自分
なりの興味や疑問をもち，進んで課題を追究しようとする。 

実践の 
様 子 

① [IN]課題発見 

○環境かるたに取り組む 
○○市全体でエコ活動に取り組んで

いることを知った。 
○ＧＴ（環境かるた制作者 元高校養
護教諭）の話を聞き，かるたが伝えた
いことやかるたとＳＤＧｓとの関連に
ついて知った。身の回りのエコ活動に
関心をもち，ＳＧＤｓカードとの関連
を考えた。生活科との関 
連で町のお店のエコ活動について取材 
をすることにした。 

② [ABOUT]調査・交流・実践 

○身の回りのエコ活動についてインタ 
ーネットや本で調べたり家庭のエコ活 
動について調べたりしてみた。 
○学校で取り組んでいる社会貢献活動 
や地域で行われているエコ活動がＳＤ 
Ｇｓカードのどれと関連しているか考 
えた。 
○国立環境研究所のＧＴから 
 「どう思う？何ができる？みんなで 
話そう 地球温暖化のほんとうのこと」 
のお話を伺い，環境問題についての知 
識を深めた。 
○調べたことを交流し自分の考えをも 
つようにした。 
○一人一人ができることを考え実践し
たり，みんなでチャレンジすることに
ついて話し合い実践したりした。 
 

③[FOR]提案・発信 

  ○身の回りの人にエコ活動について伝
えるため，エコシールを作った。Ｓ
ＤＧｓカードのイラストも加えた。 

 

④[IN]新たな課題発見 

○自分たちの活動を振り返り，これからの見通しをもった。 
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単元名 福祉 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

探求的な見方･考え方を働かせ、横断的･総合的な学習を通して、「生き
る力」を育み、「生きる元（源）気」を育む。 

実践の 
様 子 

【１７の目標の優先順位を決める活動】 

① どの目標を優先して解決すべき

かを話し合う活動をグループ毎

に行った。１学期に SDGｓについ

て基本的なことは学習していた

ため、スムーズに話し合うことが

できた。 

 

② ４班に分かれて優先して解決す

べきランキングを作成した。それ

ぞれの上位３つを比較すると、

「平和と公正をすべての人に」

「パートナーシップで目標を達

成しよう」「すべての人に健康と

福祉を」が含まれているものが多

かった。国語の「一つの花」や総

合的な学習の時間の「福祉」など

の学習が、児童の価値観に影響を

与えていることが読み取れた。 

 

③ 漢字が読めないカードもあった

が、子どもたちはピクトグラムを

頼りに判断している様子が見ら

れた。また、カードになっている

ことで、比べたり、並べたりし始

める児童が多く見られた。話し合

いの際には、「水がきれいじゃな

いと生きられないから・・・」「戦

争が起きてたら他のことは何も

できないよ・・・」など理由を付けて意見を述べるなど、目標達成に向け

て真剣に議論を交わしていた。 

 

④ SDGｓについて学習を始めたばかりの子どもたちではあったが、非常に活発

な意見交換が見られた。SDGｓについて学ぶ第１歩としては、関心を高める

ことにつながるため、有効な活動であるといえる。 

 

単元名 はじめよう！エコアクション〈２年生〉～われら 地球市民！～ 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

環境かるたに取り組むことを通して身近な環境問題やエコ活動について自分
なりの興味や疑問をもち，進んで課題を追究しようとする。 

実践の 
様 子 

① [IN]課題発見 

○環境かるたに取り組む 
○○市全体でエコ活動に取り組んで

いることを知った。 
○ＧＴ（環境かるた制作者 元高校養
護教諭）の話を聞き，かるたが伝えた
いことやかるたとＳＤＧｓとの関連に
ついて知った。身の回りのエコ活動に
関心をもち，ＳＧＤｓカードとの関連
を考えた。生活科との関 
連で町のお店のエコ活動について取材 
をすることにした。 

② [ABOUT]調査・交流・実践 

○身の回りのエコ活動についてインタ 
ーネットや本で調べたり家庭のエコ活 
動について調べたりしてみた。 
○学校で取り組んでいる社会貢献活動 
や地域で行われているエコ活動がＳＤ 
Ｇｓカードのどれと関連しているか考 
えた。 
○国立環境研究所のＧＴから 
 「どう思う？何ができる？みんなで 
話そう 地球温暖化のほんとうのこと」 
のお話を伺い，環境問題についての知 
識を深めた。 
○調べたことを交流し自分の考えをも 
つようにした。 
○一人一人ができることを考え実践し
たり，みんなでチャレンジすることに
ついて話し合い実践したりした。 
 

③[FOR]提案・発信 

  ○身の回りの人にエコ活動について伝
えるため，エコシールを作った。Ｓ
ＤＧｓカードのイラストも加えた。 

 

④[IN]新たな課題発見 

○自分たちの活動を振り返り，これからの見通しをもった。 
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単元名 世界のあんな国やこんな国 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

・自分の興味のある国について，その国の課題の解決に必要な情報を収集し，
これまでの知識と結びつけながら，必要な情報を取捨選択し，情報を整理する
力を身に付けることができる。（知識及び技能） 
・世界の国々について学び，持続可能な開発のために，自分たちができること
は何かを考え，まとめることができる。（思考力，判断力，表現力等） 

実践の 
様 子 

 
①興味のある国の文化などについて，書籍

やインターネット等を使い，調べる。 
  一人一台の端末を用いて，自分の興味  
のある国について，日本との類似点や相 
違点について調べた。この時に，自分の 
興味のある国や日本の SDGs に関する内 
容も調べ，まとめた。 

 
②ゴー・ゴールズ！のスゴロクを使って，

SDGｓを学ぶ。 
スゴロクのクイズ形式で，SDGs に関す  

る世界の問題や現状を知ることができる  
ため，児童は意欲的に取り組むことがで 
きた。クイズが選択式であるため，小学 
生には難しい問題もあったが，楽しく取 
り組むことができた。 

 
③調べた国の発表資料を作成し，発表する。 

一人一台の端末を用いて，個人で資料 
を作成し，発表を行った。ロイロノート  
というアプリケーションソフトを使うこ 
とで，簡単に資料を作成することができ 
た。 

 
 
④ゴー・ゴールズ！のスゴロクのオリジナル 
を作成し，実践する。 
  今回の研修で配布されるSDGｓカード

に自分でクイズを考え，質問シートをつ

くった。自分のオリジナルの問題作成は

難しかったが，グループで協力するな

ど，意欲的に取り組むことができた。作

成したカードをグループごとに交換し，

スゴロクを行うことで，楽しみながら

SDGｓの理解をさらに深めることができた。 

※「ゴー・ゴールズ！すごろくで SDGs を学ぼう」は、国際連合広報センターが作成した教材です。 

単元名 ＳＤＧｓについて知ろう 

対象校種 ☑小学校 □中学校 □高等学校 □特別支援学校 総合的な学習の時間 

教科の 
目 標 

具体的な事象に積極的に関わる活動を通して、学び方やものの考え方などの
課題を解決する能力を育てるとともに、体験したことや学んだことを自己の生
き方に結びつけて考えようとする態度を養う。 

実践の 
様 子 

１学期には、１７の目標のうち、各自が興味のある目標について調べ学習を行っ
た。そして、絵本や新聞などにまとめた作品の交流会を行った。この学習のまとめとし
て、17 の目標達成のために自分たちにできることについて考え、それを全校児童に
知らせるポスターを作るという活動を行った。 
 
①４人程度のグループに１セットず
つカードを渡し、１７の目標達成のた
めに自分たちにできることを書き込
んでいった。４人で分担しているグル
ープや、１つずつみんなで考えを出し
合っているグループがあった。初めに
自分が調べた目標について書き、そ
れ以外の目標についてはインターネ
ットを活用して調べながら考えてい
た。その際、普段の生活でできること
を、低学年にも分かりやすい言葉で
書くということを意識するように指導した。ティッ
シュですぐに字を消すことができたため、何度か
書き直しながら言葉を選んでいた。 
 
②９つのグループから出た内容をもとに、１７の
目標について３～６個ずつの自分たちにできるこ
とを整理して、ミニポスターを作った。「水を出し
っ放しにしないようにしよう」は、水道ごとに１枚
貼るから９枚必要だね」など、内容に応じてどこ
に貼るとよいかを話し合った。字を書く際には、
大きく丁寧に、とても慎重に書く姿から、見る人
たちを意識している様子がうかがえた。 
 
③ミニポスターを校内に貼った。「ＳＤＧｓについて知ろう」は自分たちが知るだけで
終わりではなく、１人でも多くの人に知ってもらい、１人１人自分にできる行動をとるこ
とが大切だという思いを実践することができた。 
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